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〔別表-1〕設計表示単位     

  種    別   細    別 設計表示単位 数     位 

切土         

掘削工（ＩＣＴ） 土砂掘削 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  軟岩掘削 ｍ3 10   

  硬岩掘削 ｍ3 10   

盛土         

盛土（ＩＣＴ） 流用土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  発生土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  採取土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  購入土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

法面整形工         

法面整形工（ＩＣＴ） 法面整形（切取部） ㎡ 10   

  法面整形（盛土部） ㎡ 10   

盛土補強壁         

  盛土補強壁 ｍ3 100 
但し 1000ｍ3未満は 10ｍ

3 

作業残土処理工         

  作業残土処理 ｍ3 10   

路床安定処理工         

  安定処理 ㎡ 10 但し 1000㎡未満は 1㎡ 

置換工         

  置換 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

サンドマット工         

  サンドマット ㎡ 10   

  安定シート ㎡ 10   

バーチカルドレーン工         

  サンドドレーン 本 1   

  （削除）     

  PVD（ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾘｹｲﾃｯﾄﾞﾊﾞｰﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ） 本 1   

締固め改良工         

  サンドコンパクションパイル 本 1   
 

 

 

〔別表-1〕設計表示単位     

  種    別   細    別 設計表示単位 数     位 

切土         

掘削工（ＩＣＴ） 土砂掘削 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  軟岩掘削 ｍ3 10   

  硬岩掘削 ｍ3 10   

盛土         

盛土（ＩＣＴ） 流用土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  発生土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  採取土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

  購入土盛土 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

法面整形工         

法面整形工（ＩＣＴ） 法面整形（切取部） ㎡ 10   

  法面整形（盛土部） ㎡ 10   

盛土補強壁         

  盛土補強壁 ｍ3 100 
但し 1000ｍ3未満は 10ｍ

3 

作業残土処理工         

  作業残土処理 ｍ3 10   

路床安定処理工         

  安定処理 ㎡ 10 但し 1000㎡未満は 1㎡ 

置換工         

  置換 ｍ3 100 但し 1000ｍ3未満は 10ｍ3 

サンドマット工         

  サンドマット ㎡ 10   

  安定シート ㎡ 10   

バーチカルドレーン工         

  サンドドレーン 本 1   

  袋詰サンドドレーン 本 1   

  ペーパードレーン 本 1   

締固め改良工         

  サンドコンパクションパイル 本 1   
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石・ブロック積（張）工         

  石積（張）・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎 ｍ 1   

  各種石・ブロック積（張） ㎡ 1   

  （削除）     

 間知ブロック張 ㎡ 1  

 （削除）    

  目地板取付 ㎡ 1   

  ブロック植栽 本 1   

  天端コンクリート ｍ 1   

  基礎砕石（基礎材） ㎡ 10 但し 100㎡未満は 1㎡ 

  現場打小口コンクリート ｍ3 1   

  プレキャスト小口止ブロック ｍ 0.1   

  現場打横帯（隔壁）コンクリート ｍ3 1   

  プレキャスト横帯（隔壁）ブロック ｍ 0.1   

  プレキャスト巻止ブロック ｍ 0.1   

  養生費 ｍ3 1   

 

 

 

落石防止網工         

  (削除)    

  繊維網 ㎡ 10 但し 100㎡未満は１㎡ 

  落石防護柵 ｍ 1   

 

 

 

護岸付属物工         

  横帯（隔壁）コンクリート ｍ 0.1   

  小口止 ｍ 0.1   

  (削除)     

  小口止矢板 枚 1   

  縦帯コンクリート ｍ 1   

  (削除)     

  巻止コンクリート ｍ 1   

  平張コンクリート ㎡ 1   

 

 

 

防止柵工         

  転落防止柵 ｍ 1   

  立入防止柵 ｍ 1   

  転落（横断）防止柵 ｍ 1   

  車止めポスト 本 1   

  (削除)     
 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積（張）工         

  基礎コンクリート ｍ 1   

  コンクリートブロック積み ㎡ 1   

 コンクリートブロック張り ㎡ 1  

  間知ブロック張り ㎡ 1   

 平ブロック張り ㎡ 1  

  （追加）     

  （追加）     

  天端コンクリート ｍ 1   

  （追加）    

  （追加）     

  （追加）     

  （追加）     

  （追加）     

  （追加）     

  （追加）     

 

 

 

落石防止網工         

  ロックネット ㎡ 10 但し 100㎡未満は１㎡ 

  繊維網 ㎡ 10 但し 100㎡未満は１㎡ 

  落石防護柵 ｍ 1   

 

 

 

護岸付属物工         

  横帯    コンクリート ｍ 0.1   

  小口止 ｍ 0.1   

  プレキャスト小口止 ｍ 0.1   

  小口止矢板 枚 1   

  縦帯コンクリート ｍ 1   

  プレキャスト縦帯コンクリート ｍ 1   

  巻止コンクリート ｍ 1   

  平張コンクリート ㎡ 1   

 

 

 

防止柵工         

  転落防止柵 ｍ 1   

  立入防止柵 ｍ 1   

  転落（横断）防止柵 ｍ 1   

  車止めポスト 本 1   

  遮光フェンス ｍ 1   
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付属物復旧工         

  （削除）     

  ガードケーブル復旧 ｍ 1   

  （削除）     

  転落防止柵復旧 ｍ 1   

  路側標識復旧 基 1   

  標識板復旧 枚 1   

  視線誘導標復旧 本 1   

  距離標復旧 本 1   

 

 

2.1.1 コンクリート工（一般構造物） 

 

(4) モルタル練 

セメント種類は、規格ごとの数量を算出し集計する。 
                                      

 
 
 

2.3.1 鉄筋工 

(5) 構造物種別 

規格・仕様 適用基準 

切梁のある構造物 
切梁のある構造物、立坑、及び深礎工（掘削坑内組立）の加工・組立作業 

（Ｈ1）＜（Ｈ2）×２ 

地下構造物 地表面下で覆工板等に覆われて施工する構造物の加工・組立作業 

橋梁用床版 鋼橋用床版（ＰＣ床版は除く）の加工・組立作業 

ＲＣ場所打ホロースラブ橋 ＲＣ場所打ホロースラブ橋の加工・組立作業 

差筋及び杭頭処理 差筋及び杭頭処理作業 

ラーメン高架橋・ＲＣ桁 ラーメン高架橋・ＲＣ桁の加工・組立作業 

 

 

(4) 材質区分 

材質による区分は、下記のとおりとする。 

1)  標準とする鋼材（ＪＩＳ） 

名    称 JIS番号 規   格 

 （中間 省略） 

棒   

鋼 

鉄筋コンクリート用棒鋼 JIS G 3112 
SR235 

SD295    , SD345 

ＰＣ鋼棒 JIS G 3109 

A種 1号：SBPR785/930 

A種 2号：SBPR785/1030 

B種 1号：SBPR930/1080 

B種 2号：SBPR930/1180 
 

 

付属物復旧工         

  ガードレール復旧 ｍ 1   

  ガードケーブル復旧 ｍ 1   

  ガードパイプ復旧 ｍ 1   

  転落防止柵復旧 ｍ 1   

  路側標識復旧 基 1   

  標識板復旧 枚 1   

  視線誘導標復旧 本 1   

  距離標復旧 本 1   

 

 

 

2.1.1 コンクリート工（一般構造物） 

 

(4) モルタル練 

セメント種類は、①普通と②高炉  ごとの数量を算出し集計する。 
混合比は、セメント種類ごと①1：1、②1：2、③1：3ごとの数量を算出し集計する。 

 

 

 

2.3.1 鉄筋工 

(5) 構造物種別 

規格・仕様 適用基準 

切梁のある構造物 
切梁のある構造物、立坑、及び深礎工       の加工・組立作業 

（Ｈ1）＜（Ｈ2）×２ 

地下構造物 地表面下で覆工板等に覆われて施工する構造物の加工・組立作業 

橋梁用床版 鋼橋用床版（ＰＣ床版は除く）の加工・組立作業 

ＲＣ場所打ホロースラブ橋 ＲＣ場所打ホロースラブ橋の加工・組立作業 

差筋及び杭頭処理 差筋及び杭頭処理作業 

ラーメン高架橋・ＲＣ桁 ラーメン高架橋・ＲＣ桁の加工・組立作業 

 

 

(4) 材質区分 

材質による区分は、下記のとおりとする。 

1)  標準とする鋼材（ＪＩＳ） 

名    称 JIS番号 規   格 

 （中間 省略） 

棒   

鋼 

鉄筋コンクリート用棒鋼 JIS G 3112 
SR235 

SD295A, SD295B, SD345 

ＰＣ鋼棒 JIS G 3109 

A種 1号：SBPR785/930 

A種 2号：SBPR785/1030 

B種 1号：SBPR930/1080 

B種 2号：SBPR930/1180 
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4.2 ＰＣ桁〔場所打工法（固定式支保工）〕 

4.2.1 ＰＣ箱桁製作架設工 

1. 適用 

 ＰＣ桁場所打工法（固定式支保工）の主桁製作工に適用する。 

 
2. 数量算出項目 

（1）数量算出項目一覧表 

項    目 規格・仕

様 
単 位 数量 備   考 

鉄筋 ○ ｔ   

コンクリート ○ m3 
 型枠工及び養生工の数量は、コンクリ

ート工に含むため算出する必要はな

い 
（削除）     

ＰＣケーブル ○ ｍ  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
ＰＣ緊張 ○ 箇所   
ＰＣ継手 ○ 箇所   

横締めケーブル ○ ｍ  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
横締緊張 ○ 箇所  定着装置の数量を算出すること。 
ゴム支承 ○ 個   
鋼角ストッパー ○ 個   
接続工 ○ 組  モノグリップ型 

 

3. 数量算出方法 

 数量の算出は「第１編 共通 第１章 基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 各連ごとに数量を取りまとめる。 

 
     

  （削除） 

 

(1) 鉄筋 

鉄筋の数量は、「第２編 土木 第２章  2.3.1 鉄筋工」により算出する。 

(2) コンクリート 

コンクリート量の算出に当たっては、打設回数に応じて集計する。 

(3) ＰＣケーブル 

ＰＣケーブル     の延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類及び緊張方法（縦、

横）、緊張区分（両、片締め）、定着装置の種類（緊張、固定用）ごとにＰＣケーブル数（ケーブル）       

               を算出する。 

(4) ＰＣ緊張 

定着装置の名称・規格等については、備考欄に明記する。 

(5) ゴム支承、鋼角ストッパー 

鋼角ストッパーについては、500kg/個未満と 500kg/個以上に分けて個数を算出する。 

鋼角ストッパー内コンクリート数量を算出する。 

なお、支承１個当たりの無収縮モルタル量（㎥）についても算出する。 

 

 

4.2 ＰＣ桁〔場所打工法（固定式支保工）〕 

4.2.1 ＰＣ箱桁製作架設工 

1. 適用 

 ＰＣ桁場所打工法（固定式支保工）の主桁製作工に適用する。 

 
2. 数量算出項目 

（1）数量算出項目一覧表 

項    目 規格・仕

様 
単 位 数量 備   考 

鉄筋 ○ ｔ   

コンクリート ○ m3 
                 

                
  

型枠 ○ m2   

ＰＣケーブル ○ ｍ  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
ＰＣ緊張 ○ 箇所  定着装置の数量を算出すること。 
ＰＣ継手 ○ 箇所   

横締めケーブル ○ ｍ                   
               

横締緊張 ○ 箇所  
グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
ゴム支承 ○ 個   
鋼角ストッパー ○ 個   
接続工 ○ 組  モノグリップ型 

 

3. 数量算出方法 

 数量の算出は「第１編 共通 第１章 基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 各連ごとに数量を取りまとめる。 

 
(1) 型枠 

型枠面積は、底部、側部、端部及び箱内部各々の面積とし、定着部面積は考慮しない。 

養生工の面積も算出すること。 

(2) 鉄筋 

鉄筋の数量は、「第２編 土木 第２章  2.3.1 鉄筋工」により算出する。 

(3) コンクリート 

コンクリート量の算出に当たっては、打設回数に応じて集計する。 

(4) ＰＣケーブル 

ＰＣケーブル及びシースの延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類及び緊張方法（縦、

横）、緊張区分（両、片締め）、定着装置の種類（緊張、固定用）ごとにＰＣケーブル数（ケーブル）及びケーブ

ル１本当たりのシース延長（ｍ）を算出する。 

(5) ＰＣ緊張 

定着装置の名称・規格等については、備考欄に明記する。 

(6) ゴム支承、鋼角ストッパー 

鋼角ストッパーについては、500kg/個未満と 500kg/個以上に分けて個数を算出する。 

鋼角ストッパー内コンクリート数量を算出する。 

なお、支承１個当たりの無収縮モルタル量（㎥）についても算出する。 
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4.2.2 ＰＣ下路桁製作架設工 

1. 数量算出項目 

項    目 規格・仕様 単 位 数量 備   考 
鉄筋 ○ ｔ   
コンクリート ○ m3   
型枠 ○ m2   

ＰＣケーブル ○ ｍ  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
PC 緊張 ○ 箇所  定着装置の数量を算出すること。 
PC 継手 ○ 箇所   

横締めケーブル ○ ｍ  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
横締緊張 ○ 箇所  定着装置の数量を算出すること。 
ゴム支承 ○ 個   
鋼角ストッパー ○ 個   
接続工 ○ 組  モノグリップ型 

 

2. 数量算出 

 数量の算出は「第１編 共通 第１章 基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 各連ごとに数量を取りまとめる。 

 
(1) 型枠 

型枠面積は、底部、側部、端部の面積とし、定着部面積は考慮しない。 

養生工の面積も算出すること。 

(2) 鉄筋 

鉄筋の数量は、「第２編 土木 第２章  2.3.1 鉄筋工」により算出する。 

(3) コンクリート 

コンクリート量の算出に当たっては、打設回数に応じて集計する。 

(4) ＰＣケーブル 

ＰＣケーブル     の延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類及び緊張方法（縦、

横）、緊張区分（両、片締め）、定着装置の種類（緊張、固定用）ごとにＰＣケーブル数（ケーブル）    

               を算出する。 

(5) ＰＣ緊張 

定着装置の名称・規格等については、備考欄に明記する。 

(6) ゴム支承、鋼角ストッパー 

鋼角ストッパーについては、500kg/個未満と 500kg/個以上に分けて個数を算出する。 

鋼角ストッパー内コンクリート数量を算出する。 

なお、支承１個当たりの無収縮モルタル量（㎥）についても算出する。 

 

 

4.2.2 ＰＣ下路桁製作架設工 

1. 数量算出項目 

項    目 規格・仕様 単 位 数量 備   考 
鉄筋 ○ ｔ   
コンクリート ○ m3   
型枠 ○ m2   

ＰＣケーブル ○ ｍ  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
PC 緊張 ○ 箇所  定着装置の数量を算出すること。 
PC 継手 ○ 箇所   

横締めケーブル ○ ｍ                  
             

横締緊張 ○ 箇所  グラウトの数量はケーブル組立に含

むため算出する必要はない。 
ゴム支承 ○ 個   
鋼角ストッパー ○ 個   
接続工 ○ 組  モノグリップ型 

 

2. 数量算出 

 数量の算出は「第１編 共通 第１章 基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 各連ごとに数量を取りまとめる。 

 
(1) 型枠 

型枠面積は、底部、側部、端部の面積とし、定着部面積は考慮しない。 

養生工の面積も算出すること。 

(2) 鉄筋 

鉄筋の数量は、「第２編 土木 第２章  2.3.1 鉄筋工」により算出する。 

(3) コンクリート 

コンクリート量の算出に当たっては、打設回数に応じて集計する。 

(4) ＰＣケーブル 

ＰＣケーブル及びシースの延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類及び緊張方法（縦、

横）、緊張区分（両、片締め）、定着装置の種類（緊張、固定用）ごとにＰＣケーブル数（ケーブル）及びケーブ

ル１本当たりのシース延長（ｍ）を算出する。 

(5) ＰＣ緊張 

定着装置の名称・規格等については、備考欄に明記する。 

(6) ゴム支承、鋼角ストッパー 

鋼角ストッパーについては、500kg/個未満と 500kg/個以上に分けて個数を算出する。 

鋼角ストッパー内コンクリート数量を算出する。 

なお、支承１個当たりの無収縮モルタル量（㎥）についても算出する。 
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(6) 深礎工 
 

3)  コンクリート及びグラウト使用数量 

Ｖ＝π／４×Ｄ
２

×Ｌ１ 

Ｖ ：杭１本当りのコンクリート使用数量・・（ｍ3／本） 

Ｄ ：杭径（公称径） ・・・・・・・・・（ｍ） 

Ｌ１：打設長・・・・・・・・・・・・・・（ｍ） 

 

Ｇ＝０.１０π（Ｄ＋０.１０）Ｌ２×１．１４ 

Ｇ ：杭１本当りグラウト使用数量・・・・・（ｍ3／本） 

Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 

Ｌ２：杭１本当りグラウト必要長さ・・・・（ｍ） 

 

注）1. 土留材と地山の間隙をグラウトにより間詰する場合のグラウト使用数量は、上式を標準とするが、土質等

特別な条件によりこれにより難い場合は、別途考慮する。また、グラウトパイプは、必要量を算出する。 

 

 

(6) 深礎工 
 

3)  コンクリート及びグラウト   量 

Ｖ＝π／４×Ｄ
２

×Ｌ１ 

Ｖ ：杭１本当りのコンクリート使用 量・・（ｍ3／本） 

Ｄ ：杭径（公称径） ・・・・・・・・・（ｍ） 

Ｌ１：打設長・・・・・・・・・・・・・・（ｍ） 

 

Ｇ＝０.０８π（Ｄ＋０.０８）Ｌ２      

Ｇ ：杭１本当りグラウト使用 量・・・・・（ｍ3／本） 

             

Ｌ２：杭１本当りグラウト必要長さ・・・・（ｍ） 

 

注）1. 土留材と地山の間隙をグラウトにより間詰する場合のグラウト使用 量は、上式を標準とするが、土質等

特別な条件によりこれにより難い場合は、別途考慮する。また、グラウトパイプは、必要量を算出する。 
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8.4 植生工 

1.  適用 

植生基材吹付工、客土吹付工、種子散布工、植生マット工、植生シート工、植生筋

工、筋芝工、張芝工、市松芝工、人工張芝工、        繊維ネット工、  

    に適用する。 

 

2.  数量算出項目 

植生基材吹付、客土吹付、種子散布、植生マット、植生シート、植生筋、筋芝、張芝、

市松芝、人工張芝       繊維ネット     の面積を区分ごとに算出

する。 

 

3.  区分 

区分は、吹付厚さ、種子配合、法長、垂直高とする。 

 

(1) 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

吹付厚さ 種子配合 法長 垂直高 単位 数 量 備   考 

植 生 基 材 吹 付 ○ ○ × ○ m2  注)１ 

客 土 吹 付 ○ ○ × ○ m2   

種 子 散 布 × ○ × ○ m2  注)５ 

植 生 マ ッ ト × ○ × × m2   

植 生 シ ー ト × ○ × × m2  注)２ 

植 生 筋 × × × × m2  注)３ 

筋 芝 × × × × m2  注)３ 

張 芝 × × × × m2  注)３､注)５ 

市 松 芝 × × × × m2  注)３､注)４ 

人 工 張 芝 × × × × m2  注）７、注）８ 

（削除）        

繊 維 ネ ッ ト × × × × m2  注)６ 

（削除）        

 注）1. 植生基材吹付については、通常の吹付と枠内吹付に区分して算出する。また、施工基面 

    （機械設置基面）から上面への施工か、下面への施工であるかを区分して算出する。 

   2. 植生シートについては、標準品と環境品（分解[腐食]型及び循環型[間伐材等使用]）に区分 

    して算出する。 

   3. 植生筋、筋芝、張芝、市松芝は、材料の総面積ではなく、対象となる法面等の施工面積を算出する。 

   4. 市松芝は平面部、法面部に区分して算出するものとする。 

   5. 種子散布及び張芝については、平面部・法面部に区分せず合計を算出する。 

                          

   6. 繊維ネットは、肥料袋の有無でも区分して算出する。 

                                            

   7. かけ土は必要に応じて別途算出する。 

   8. 落下防止、姿勢維持のための架設ロープ等を使用する場合は別途算出する。 

 

8.4 植生工 

1.  適用 

植生基材吹付工、客土吹付工、種子散布工、植生マット工、植生シート工、植生筋

工、筋芝工、張芝工、市松芝工、人工張芝工、野芝種子吹付工、繊維ネット工、法

面施肥工に適用する。 

 

2.  数量算出項目 

植生基材吹付、客土吹付、種子散布、植生マット、植生シート、植生筋、筋芝、張芝、

市松芝、人工張芝、野芝種子吹付、繊維ネット、法面施肥の面積を区分ごとに算出

する。 

 

3.  区分 

区分は、吹付厚さ、種子配合、法長、垂直高とする。 

 

(1) 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

吹付厚さ 種子配合 法長 垂直高 単位 数 量 備   考 

植 生 基 材 吹 付 ○ ○ × ○ m2  注)１ 

客 土 吹 付 ○ ○ × ○ m2   

種 子 散 布 × ○ × ○ m2  注)５ 

植 生 マ ッ ト × ○ × × m2   

植 生 シ ー ト × ○ × × m2  注)２ 

植 生 筋 × × × × m2  注)３ 

筋 芝 × × × × m2  注)３ 

張 芝 × × × × m2  注)３､注)５ 

市 松 芝 × × × × m2  注)３､注)４ 

人 工 張 芝 × × × × m2  注）９、注）10 

野 芝 種 子 吹 付 × × × × m2  注)６ 

繊 維 ネ ッ ト × × × × m2  注)７ 

法 面 施 肥 × × ○ × m2  注)８ 

 注）1. 植生基材吹付については、通常の吹付と枠内吹付に区分して算出する。また、施工基面 

    （機械設置基面）から上面への施工か、下面への施工であるかを区分して算出する。 

   2. 植生シートについては、標準品と環境品（分解[腐食]型及び循環型[間伐材等使用]）に区分 

    して算出する。 

   3. 植生筋、筋芝、張芝、市松芝は、材料の総面積ではなく、対象となる法面等の施工面積を算出する。 

   4. 市松芝は平面部、法面部に区分して算出するものとする。 

   5. 種子散布及び張芝については、平面部・法面部に区分せず合計を算出する。 

   6. 被覆シート張工が必要な場合は別途算出する。 

   7. 繊維ネットは、肥料袋の有無でも区分して算出する。 

   8. 法面施肥は、肥料の使用量（ｇ／㎡）も算出する。また、法勾配を備考欄に明記する。 

   9. かけ土は必要に応じて別途算出する。 

   10. 落下防止、姿勢維持のための架設ロープ等を使用する場合は別途算出する。 
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（削除） 

 

 

 

 

(4) 垂直高区分 

法面の垂直高による区分は、下表のとおりとする。 

項  目 法面垂直高による区分 

植 生 基 材 吹 付 ①４５ｍ以下 ②４５ｍを超え８０ｍ以下 ③８０ｍを超える 

客 土 吹 付 工 ①２５ｍ以下 ②２５ｍを超える  

種 子 散 布 工 ①３０ｍ以下 ②３０ｍを超える  

注) 垂直高は、施工基面（機械設置基面）からの高さとする。 

 

 

 

 

 

8.5 コンクリートブロック積（張）工 

1.  適用 

コンクリートブロック積工、コンクリートブロック張工及び緑化ブロック積工に適用す

る。なお、コンクリートブロック積工は、間知ブロック積及び大型ブロック積を対象とし、

コンクリートブロック張工は、間知ブロック張、平ブロック張及び連結ブロック張を対象

とする。 

 

2.  数量算出項目 

間知ブロック積、大型ブロック積、間知ブロック張、平ブロック、連節ブロック張、緑

化ブロック積、胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出防止

材（全面）設置、植樹、現場打基礎コンクリート、現場打小口止コンクリート、現場打横

帯（隔壁）コンクリート、現場打天端コンクリート、プレキャスト基礎ブロック、プレキ

ャスト小口止ブロック、横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロックの数量を区分

ごとに算出する。 
 

 

 

(4) 法長区分 

法長による区分は、下表のとおりとする。 

項  目 平均法長による区分 

法 面 施 肥 ①２０ｍ以下 ②２０ｍを超え５０ｍ以下 ③５０ｍを超える 

 

(5) 垂直高区分 

法面の垂直高による区分は、下表のとおりとする。 

項  目 法面垂直高による区分 

植 生 基 材 吹 付 ①４５ｍ以下 ②４５ｍを超え８０ｍ以下 ③８０ｍを超える 

客 土 吹 付 工 ①２５ｍ以下 ②２５ｍを超える  

種 子 散 布 工 ①３０ｍ以下 ②３０ｍを超える  

注) 垂直高は、施工基面（機械設置基面）からの高さとする。 

 

 

 

 

 

8.5 コンクリートブロック積（張）工 

1.  適用 

コンクリートブロック積工、コンクリートブロック張工及び緑化ブロック積工に適用す

る。                                       

                                         

     

 

2.  数量算出項目 

コンクリートブロック積、大型ブロック積、間知ブロック張、平ブロック、連節ブロック張、

緑化ブロック積、胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出防止

材（全面）設置、植樹、現場打基礎コンクリート、                    

                天端コンクリート、プレキャスト基礎ブロック、     

    小口止    、横帯                巻止    の数量を区分

ごとに算出する。 
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3.  区分 

区分は、施工箇所、規格、構造とする。 

 

(1) 数量算出項目及び区分一覧表 

①コンクリート積 

区 分 
項 目 

鉄筋規格 
鉄筋 10㎡当り 

使用量 
単位 数量 備   考 

間知ブロック積 ○ ○ m2   

注) 1. 間知ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量 150kg/個以上 730kg/個以下の 

   場合である。 

2. 設置面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリートは別途計

上する。 

3. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

②大型ブロック積 

区 分 
項 目 

ﾌﾞﾛｯｸ規格 ﾌﾞﾛｯｸ質量 
水抜きパイプ 

の有無 
単位 数量 備 考 

大型ﾌﾞﾛｯｸ積 ○ ○ ○ m2   

注) 1. 大型ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量 4,600kg/個以下、控え長 500mm以上の 

   場合である。 

2. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリートは別途計

上する。 

3. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 
 
 
 
 
 

③間知ブロック張 

区 分 
項 目 

間知 
ﾌﾞﾛｯｸ 
規格 

裏込 
材 
規格 

裏込材 10
㎡当り使
用量 

胴込裏
込コン 
規格 

胴込裏込ｺ
ﾝ 10㎡当
り使用量 

遮水ｼｰﾄ
規格 

単位 数量 備考 

間知ﾌﾞﾛｯｸ張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 間知ブロック張工は法勾配１割以上、ブロック質量 770kg/個以下の場合である。 

2. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリートは別途計

上する。 

3. 間知ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

 

 

3.  区分 

区分は、施工箇所、規格、構造とする。 

 

(1) 数量算出項目及び区分一覧表 

①コンクリート積 

区 分 
項 目 

鉄筋規格 
鉄筋 10㎡当り 

使用量 
単位 数量 備   考 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 ○ ○ m2   

注) 1. コンクリートブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量 150kg/個以上 450kg/個以下の 

   場合である。 

2. 設置面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、       天端コンクリートは別途計

上する。 

3. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

②大型ブロック積 

区 分 
項 目 

ﾌﾞﾛｯｸ規格 （追加） 
水抜きパイプ 

の有無 
単位 数量 備 考 

大型ﾌﾞﾛｯｸ積 ○  ○ m2   

注) 1. 大型ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量 4,600kg/個以下、控え長 500mm以上の 

   場合である。 

2. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、       天端コンクリートは別途計

上する。 

3. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 
 
 
 
 
 

③間知ブロック張 

区 分 
項 目 

間知 
ﾌﾞﾛｯｸ 
規格 

裏込 
材 
規格 

裏込材 10
㎡当り使
用量 

胴込裏
込コン 
規格 

胴込裏込ｺ
ﾝ 10㎡当
り使用量 

遮水ｼｰﾄ
規格 

単位 数量 備考 

間知ﾌﾞﾛｯｸ張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 間知ブロック張工は法勾配１割以上、ブロック質量 770kg/個以下の場合である。 

2. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯    、天端コンクリートは別途計

上する。 

3. 間知ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 
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④平ブロック張 

区 分 
項 目 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の 
質量 

平ﾌﾞﾛ
ｯｸ 
規格 

裏込 
材 
規格 

裏込
材 10
㎡当
り使
用量 

遮水ｼ
ｰﾄ規
格 

吸出
防止
材の
有無 

連結
金具
の有
無 

連結
金具
の 10
㎡当
り使
用量 

単位 数量 備考 

平ﾌﾞﾛｯｸ張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 平ブロック張工は勾配１割以上、ブロック質量 770kg/個以下の場合である。 

2. 平ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

3. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリートは別途計上する。 

4. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低水・ 

 高水護岸に区分して算出する。 

 

⑤連節ブロック張 

区 分 
項 目 

作業 
区分 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の質量 

連結 
方法 

連節鉄
筋（銅
線）規
格 

遮水ｼｰﾄ
規格 

吸出防
止材の
有無 

単位 
数

量 

備

考 

連節ﾌﾞﾛｯｸ張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 連節ブロック張工は勾配１割以上、ブロック質量 770kg/個以下の場合である。 

2. 連結ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

3. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリートは別途計上する。 

4. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低水・高水護岸に区分

して算出する。 

 

⑥緑化ブロック積 

区 分 
項 目 

緑化 
ﾌﾞﾛｯｸの 
質量 

裏込材 
規格 

裏込材
10㎡当
り使用
量 

胴込裏
込コン 
規格 

胴込裏
込ｺﾝ 10
㎡当り
使用量 

単位 数量 備考 

緑化ﾌﾞﾛｯｸ積 ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 緑化ブロック積工は勾配１割未満、ブロック質量 980kg/個以下の場合である。 

2. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリートは別途計上する。 

3. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

 

④平ブロック張 

区 分 
項 目 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の 
質量 

平ﾌﾞﾛ
ｯｸ 
規格 

裏込 
材 
規格 

裏込
材 10
㎡当
り使
用量 

遮水ｼ
ｰﾄ規
格 

吸出
防止
材の
有無 

連結
金具
の有
無 

連結
金具
の 10
㎡当
り使
用量 

単位 数量 備考 

平ﾌﾞﾛｯｸ張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 平ブロック張工は勾配１割以上、ブロック質量 770kg/個以下の場合である。 

2. 平ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

3. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、      天端コンクリートは別途計上する。 

4. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低水・ 

 高水護岸に区分して算出する。 

 

⑤連節ブロック張 

区 分 
項 目 

作業 
区分 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の質量 

追 加 

連節鉄
筋（銅
線）規
格 

遮水ｼｰﾄ
規格 

吸出防
止材の
有無 

単位 
数

量 

備

考 

連節ﾌﾞﾛｯｸ張 ○ ○  ○ ○ ○ m2   

注) 1. 連節ブロック張工は勾配１割以上、ブロック質量 770kg/個以下の場合である。 

2. 連結ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

3. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、     天端コンクリートは別途計上する。 

4. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低水・高水護岸に区分し

て算出する。 

 

⑥緑化ブロック積 

区 分 
項 目 

緑化 
ﾌﾞﾛｯｸの 
質量 

裏込材 
規格 

裏込材
10㎡当
り使用
量 

胴込裏
込コン 
規格 

胴込裏
込ｺﾝ 10
㎡当り
使用量 

単位 数量 備考 

緑化ﾌﾞﾛｯｸ積 ○ ○ ○ ○ ○ m2   

注) 1. 緑化ブロック積工は勾配１割未満、ブロック質量 980kg/個以下の場合である。 

2. 設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、     天端コンクリートは別途計上する。 

3. 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 
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⑦胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出し防止材（全面）設置、 

 植樹 

区 分 
 項 目 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の種類 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の質量 

胴込・裏
込材規格 

遮水シー

ト規格 
単位 

数

量 

備

考 

胴込・裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ 〇 ○ × × m3   

胴込・裏込材（砕

石） 
× ○ × ○ × m3   

遮水シート張 × × × × 〇 m2   

吸出し防止材 

（全面）設置 
× × × × × m2   

植樹 × × × × × 本   

注) 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

⑧現場打基礎コンクリート、プレキャスト基礎ブロック 

区 分 
 項 目 

生ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ規格 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ
基礎ﾌﾞﾛ
ｯｸ規格 

基礎砕
石の有
無 

養生工 
の有無 

単位 数 量 備 考 

現場打基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ ○  ○ ○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ × ○ × × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
× ○ × × ｍ   

注) 現場打基礎コンクリートは、体積（㎥）も算出するとともに底幅及び高さも示す。 

 

⑨現場打天端コンクリート 

区 分 
 項 目 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
打設条件 

養生工 
の種類 

単位 数 量 備考 

現場打天端コンクリート ○ ○ ○ m3   
 

 

 

⑦胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出し防止材（全面）設置、 

 植樹 

区 分 
 項 目 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

ﾌﾞﾛｯｸ 
の種類 

（追加） 
胴込・裏
込材規格 

遮水シー

ト規格 
単位 

数

量 

備

考 

胴込・裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ 〇  × × m3   

胴込・裏込材（砕

石） 
× ○  ○ × m3   

遮水シート張 × ×  × 〇 m2   

吸出し防止材 

（全面）設置 
× ×  × × m2   

植樹 × ×  × × 本   

注) 施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

⑧現場打基礎コンクリート、プレキャスト基礎ブロック 

区 分 
 項 目 

生ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ規格 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ
基礎ﾌﾞﾛ
ｯｸ規格 

基礎砕
石の有
無 

養生工 
の有無 

単位 数 量 備 考 

現場打基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ ○  ○ ○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ × ○ × × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
× ○ × × ｍ   

注) 現場打基礎コンクリートは、体積（㎥）も算出するとともに底幅及び高さも示す。 

 

⑨   天端コンクリート 

区 分 
 項 目 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
打設条件 

養生工 
の種類 

単位 数 量 備考 

   天端コンクリート ○ ○ ○ m3   
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⑩現場打小口止コンクリート、プレキャスト小口止ブロック、現場打横帯（隔壁）コンクリート、プレキャス

ト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロック 

区 分 
 項 目 

規格 構造 
養生工 

の種類 
単位 数量 備考 

現場打小口止コンクリート 

○ × 

○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
× ｍ   

現場打横帯（隔壁）ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
× ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止ﾌﾞﾛｯｸ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
× ｍ   

裏込材  m2   

目地材  m2   

基礎砕石  m2   

注) 1. 必要に応じて数量を項目ごと算出する。 

2. 現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリートについては、体積（㎥）も算出するこ

と。 

 

(2) 規格区分 

コンクリートブロック積、コンクリートブロック張及び緑化ブロック積、プレキャスト小口止ブロック、プ

レキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロックは、ブロックの種類、質量、形状及び大きさご

とに区分して算出する。 

現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリート及び現場打天端コンクリートは、形状及び寸法

ごとに区分して算出する。 

 

 

⑩   小口止                        横帯   コンクリート、      

                  巻止     

区 分 
 項 目 

規格 構造 追 加 単位 数量 備考 

   小口止       

○ × 

 ｍ   

（追加）     

（追加）） 

 
    

   横帯   ｺﾝｸﾘｰﾄ  ｍ   

（追加）     

（追加） 

 
    

    巻止      ｍ   

（追加） 

 
    

裏込材  m2   

目地材  m2   

基礎砕石  m2   

注) 1. 必要に応じて数量を項目ごと算出する。 

2.    小口止      、   横帯     コンクリートについては、体積（㎥）も算出するこ

と。 

 

(2) 規格区分 

コンクリートブロック積、コンクリートブロック張及び緑化ブロック積                 

                            は、ブロックの種類、質量、形状及び大きさご

とに区分して算出する。 

   小口止     、   横帯    コンクリート及び     コンクリートは、形状及び寸法

ごとに区分して算出する。 
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(2) 各種ブロック参考図 

  

 

 

(2) 各種ブロック参考図 

  

 
 

① 間知ブロック積 

② 緑化ブロック積 

③ 大型ブロック積 

① コンクリートブロック積（間知ブロック積） 

② 緑化ブロック積 

③ 大型ブロック積 
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 (鉄筋または鋼線) 

連結金具 

連結金具 
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    （追加） 
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関連数量算出項目 

項目 単位 数量 備考 

水抜きパイプ（材料） ｍ  必要な場合別途計上 

吸出し防止材（材料） m2  必要な場合別途計上 

吸出し防止材設置工 m2  前面設置が必要な場合別途計上 

現場打基礎コンクリート ｍ  

「第 2編土木第 8章法覆工 コンクリート

ブロック積（張）工」参照 

プレキャスト基礎ブロック ｍ  

現場打小口止コンクリート ｍ  

プレキャスト小口止ブロック ｍ  

現場打横帯（隔壁）コンクリート ｍ  

プレキャスト横帯（隔壁）ブロック ｍ  

現場打天端コンクリート m3  

 （注）現場打基礎コンクリート、現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリートについては、体

積（㎥）も算出すること。 

 

 

 

 

⑤管（函）渠型側溝 

区 分 

項 目 
作業区分 内径又は内空幅 基礎砕石の有無 単位 数量 備考 

管（函）渠型側溝 ○ ○ ○ ｍ   

注）1. 車道部、歩道部等の側溝を兼ねた排水構造物の据付、撤去、据付・撤去の場合である。 

2. 基礎砕石の敷均し厚は、20㎝以下を標準としており、これにより難い場合は、別途考慮する。 

3. 撤去作業の場合、基礎砕石は含まない。 

4. 基礎砕石は、材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 

 

 

関連数量算出項目 

項目 単位 数量 備考 

水抜きパイプ（材料） ｍ  必要な場合別途計上 

吸出し防止材（材料） m2  必要な場合別途計上 

吸出し防止材設置工 m2  前面設置が必要な場合別途計上 

現場打基礎コンクリート ｍ3  

「第 2編土木第 8章法覆工 コンクリート

ブロック積（張）工」参照 

（追加）   

（追加）   

（追加）   

（追加）   

（追加）   

   天端コンクリート m3  

                                                   

         

 

 

 

 

⑤管（函）渠型側溝 

区 分 

項 目 
作業区分 内径又は内空幅 基礎砕石の有無 単位 数量 備考 

管（函）渠型側溝 ○ ○ ○ ｍ2   

注）1. 車道部、歩道部等の側溝を兼ねた排水構造物の据付、撤去、据付・撤去の場合である。 

2. 基礎砕石の敷均し厚は、20㎝以下を標準としており、これにより難い場合は、別途考慮する。 

3. 撤去作業の場合、基礎砕石は含まない。 

4. 基礎砕石は、材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 
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11.2 防護柵設置工 

1.  適用 

ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル        及び横断・転落防止

柵の設置工及び撤去工に適用する。 

 

2.  数量算出項目 

ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル        及び横断・転落防止

柵の延長を区分ごとに算出する。 

 

3.  区分 

区分は、規格・設置形式とする。 

 

(1) 数量算出項目及び区分一覧表 

   区 分 
項 目 

規格 設置形式 単 位 数 量 備 考 

ガ ー ド レ ー ル ○ ○ ｍ   

ガ ー ド パ イ プ ○ ○ ｍ   

ガ ー ド ケ ー ブ ル ○ ○ ｍ   

（削除）      

横 断 防 止 柵 ○ ○ ｍ  支柱間隔別に算出 
 

 

 

11.2 防護柵設置工 

1.  適用 

ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビーム及び横断・転落防止

柵の設置工及び撤去工に適用する。 

 

2.  数量算出項目 

ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビーム及び横断・転落防止

柵の延長を区分ごとに算出する。 

 

3.  区分 

区分は、規格・設置形式とする。 

 

(1) 数量算出項目及び区分一覧表 

   区 分 
項 目 

規格 設置形式 単 位 数 量 備 考 

ガ ー ド レ ー ル ○ ○ ｍ   

ガ ー ド パ イ プ ○ ○ ｍ   

ガ ー ド ケ ー ブ ル ○ ○ ｍ   

ボ ッ ク ス ビ ー ム ○ ○ ｍ   

横 断 防 止 柵 ○ ○ ｍ  支柱間隔別に算出 
 

 


